
再生可能エネルギーから
CO₂フリーの水素を製造

国内初となる廃プラスチックのガス化及び
メタノール化実証事業を実施中

TOPICS 01 TOPICS 02

独自の機能性素材開発により
健康で快適な暮らしを

再生可能エネルギー
地球環境に貢献

純水を直接電気分解するため、有害
物質を使用、排出することなく、オン
サイトで高純度の水素を供給できま
す。工場ユーティリティ向けを中心に
国内トップシェアである２３０基以上の
納入実績を誇ります。

世界10ヵ国以上で特許を取得してい
る独自素材。「金色のユーグレナ®（パ
ラミロンEOD-1）」を摂取すること
で、「免疫系」「神経系」「内分泌系」に
腸内で作用し、健康の土台となるホメ
オスタシス（恒常性）の維持・向上に
寄与するとして期待されています。

夾雑物及びさまざまな材質のプラスチックの混合物で
ある雑多な廃プラスチック（以下、雑多な廃プラ）は、リ
サイクルが困難であり、熱利用焼却、単純焼却や埋め立
てにより処理されるのが一般的です。持続可能な循環型
社会、脱炭素社会の実現に貢献するために、これら雑多
な廃プラのケミカルリサイクル技術の構築を目指し、当
社が保有する流動床式ガス化技術をベースに、基幹化
学品であるメタノール合成に適したガスを生成する実証
を行っています。

2050年のカーボンニュートラル達成に向け、CO₂の
固定（CCS）や利用（CCU）によるCO₂削減技術が注目
されています。当社では、飛灰がCO₂を吸収/固定化す
る炭酸化反応において、重金属類が飛灰に固定化、吸
着されて不溶化する性質に着目し、都市ごみ焼却施設
で発生する飛灰に、同じ施設で発生したCO₂を反応/
固定化させる「高速炭酸化技術」を開発。実機スケール
での実証試験により、①CO₂有効利用の促進、②重金
属処理薬剤の使用量削減の有効性を確認、実案件で採
用され、建設が進められています。また、デモプラント
を活用して他の廃棄物への応用展開を検討していま
す。

カーボンニュートラルな発電である
木質バイオマス発電によって、CO₂
削減や地球温暖化の防止に貢献。未
利用間伐材を燃料に利用することで
林業の再生や山の整備・保全を進め、
地域振興にもつなげています。

飛灰などに排ガス中のCO₂を反応/
固定化する「高速炭酸化技術」を上市

～「福井市新ごみ処理施設整備・運営事業」において、
都市ごみ焼却飛灰の炭酸化処理技術として採用～

HHOG®
水電解式高純度
水素発生装置

藻類
（金色のユーグレナ®）

木質
バイオマス
発電

新規事業
「脱炭素」「持続可能」「健康で快適な暮ら
し」をキーワードに、これまでの研究成果や
豊富な実績を活かした新規事業を展開。人
と環境にやさしい未来につなげるための
チャレンジを続けています。現在は水素事
業、藻類事業、木質バイオマス発電に注力。
新たな技術を提供しています。

技 術開発
人が快適に暮らし、豊かな自然環境が守られる。そ
んな未来を目指して、最先端テクノロジーを結集し
た独自の新技術と新製品の開発を行っています。ま
た、より複雑化するニーズに対応するため、お客様
との共同研究や実物大装置、パイロットプラントで
の実験を行い、多くの成果を生み出しています。
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デモプラントを活用し、実機規模での炭酸化サンプル試験が可能

飯舘みらい発電所
福島県相馬郡飯舘村蕨平地区で現
在建設中。2024年7月頃、運転開始
予定。

パラミロン高含有なユーグレナ
EOD-1株は健康食品として、健康的
な生活をサポート。食品やサプリメン
トへの配合実績を伸ばしています。

金色のユーグレナ®（EOD-1株）

雑多な廃プラの一例
（写真は産廃系廃プラ）
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